
○
『
懐
子
』
の
例

ま
ず
次
に
掲
げ
る
『
懐
子
』
の
各
冊
の
題
名
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
説
明
の
た
め

の
例
は
何
で
も
よ
か
っ
た
の
だ
が
、
と
り
あ
え
ず
表
記
の
多
様
な
も
の
を
と
い
う
こ
と
で

例
と
し
て
出
し
て
み
た
。

罪
一
冊
目
ふ
と
こ
ろ
子
第
一

第
二
冊
目
懐
子
第
二
（
槽
書

第
三
冊
目
懐
子
第
三
（
行
書

第
四
冊
目
不
斗
古
路
子
第
四

第
五
冊
目
懐
子
第
五
（
楢
書

第
六
冊
目
懐
子
第
六
（
行
書

第
七
冊
目
懐
子
第
七
（
楢
書

第
八
冊
目
ふ
と
こ
ろ
子
第
八

第
九
冊
目
懐
子
伽
第
九
上
（

第
十
冊
目
懐
子
伽
第
九
下
（

弟
十
一
冊
目
慶
子
伽
第
十
上
（

《
一
》
題
名
の
表
記

題
名
の
文
字
数

｢]．磑何

雪害書

こ
れ
で
み
る
と
、
『
懐
子
』
で
は
内
題
は
正
式
の
名
称
を
、
外
題
は
デ
ザ
イ
ン
と
し
て

▽
懐
子
ふ
と
こ
ろ
ご
十
八
巻
二
十
冊
。
俳
譜
。
重
頼
編
。
（
略
）
序
文
の
成
立

は
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
六
月
、
句
集
は
万
治
三
年
（
一
六
六
○
）
五
月
、
詞

寄
は
同
年
十
月
と
な
る
。
万
治
三
年
刊
。
【
内
容
】
序
文
は
徹
底
し
た
『
古
今
集
』

仮
名
序
の
も
じ
り
、
巻
数
も
同
集
に
準
じ
て
二
十
冊
。
自
足
子
の
後
序
は
真
名
序

に
な
ず
ら
え
て
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
、
下
記
の
位
置
に
あ
る
の
は
初
印
本
に
よ
る
。

（
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
、
項
目
担
当
亜
島
本
昌
二

（
『
近
世
文
学
資
料
類
従
古
俳
譜
編
』
に
よ
る
）

入
口
敦
志

(6）
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声

冊
一

【
外
題
】

【
内
題
】

【
柱
題
】

第
十
三
冊
目

第
十
四
冊
目

第
十
五
冊
目

第
十
六
冊
目

第
十
七
冊
目

第
十
八
冊
目

第
十
九
冊
目

第
二
十
冊
目

懐
子
傅
第
十
一
（
行
書
）

懐
子
乳
母
第
十
二
（
行
書
）

懐
子
乳
母
第
十
三
（
偕
書
）

懐
子
乳
母
第
十
四
（
行
書
）

懐
子
乳
母
第
十
五
（
行
書
）

懐
子
乳
母
第
十
六
（
行
書
）

懐
子
乳
母
第
十
七
（
偕
書
）

懐
子
乳
母
第
十
八
（
行
書
）

懐
子
傅
女

乳
母

乳
母

乳
母

乳
母

１
１

乳
母

乳
母

めめめめめめめ傅
ののののののの

とと と とととと
女

声

冊
一

【
外
題
】

【
内
題
】

【
柱
題
】

第
十
二
冊
目
一
懐
子
伽
第
十
下
（
行
書
）
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ



○
『
古
今
和
歌
集
』
の
一
例

書
名
“
古
今
和
歌
集
（
こ
き
ん
わ
か
し
ゅ
う
）

著
者
名
酌
紀
友
則
（
き
と
も
の
り
）

紀
貫
之
（
き
つ
ら
ゆ
き
）

凡
河
内
躬
恒
（
お
お
し
こ
う
ち
み
つ
ね
）

壬
生
忠
岑
（
み
ぶ
た
だ
み
ね
）
、
撰

記
載
書
名
”

古
今
和
歌
集
（
こ
き
ん
わ
か
し
ゅ
う
）
、
内

古
今
倭
歌
集
（
こ
き
ん
わ
か
し
ゅ
う
）
、
内

古
今
和
野
集
（
こ
き
ん
わ
か
し
ゅ
う
）
、
内

が
、
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

の
多
様
さ
を
意
図
し
て
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
一
巻
ご
と
に
、
平
仮

名
書
き
、
万
葉
仮
名
書
き
、
階
書
、
行
書
と
変
化
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
よ
く

わ
か
る
。

対
し
て
内
題
は
一
貫
し
て
漢
字
の
『
懐
子
』
で
あ
る
。
勿
論
後
半
の
『
乳
母
』
の
方

は
内
題
も
『
乳
母
』
し
か
な
く
必
ず
し
も
正
式
な
と
い
う
意
識
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

次
に
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
版
本
の
例
を
み
て
み
た
い
。

古
今
倭
謁
集
（
こ
き
ん
わ
か
し
ゅ
う
）
、
内

古
今
和
調
集
（
こ
き
ん
わ
か
し
ゅ
う
）
、
外

古
今
和
歌
集
（
こ
き
ん
わ
か
し
ゅ
う
）
、
賊
首

古
今
わ
か
し
ふ
（
こ
き
ん
わ
か
し
ゅ
う
）
、
序
中

古
今
和
歌
集
（
こ
き
ん
わ
か
し
ゅ
う
）
、
賊
中

形
態
恥
刊
、
１
冊

出
版
事
項
叩
丸
屋
源
兵
衛
（
ま
る
や
げ
ん
べ
え
）
、
菱
屋
与
平
次
（
ひ
し
や
よ
へ
い
じ
）
〈
京

○
井
原
西
鶴
の
例

『
好
色
一
代
男
』
の
場
合

▽
大
坂
版
（
天
和
二
年
刊
（
一
六
八
二
）
）
の
外
題
は
「
好
色
一
代
男
」

▽
江
戸
版
（
貞
享
元
年
刊
（
一
六
八
四
）
）
の
外
題

世
之
介
／
好
色
一
代
男
一

世
之
介
／
か
う
し
よ
く
一
代
男
二

世
之
介
／
好
色
一
代
男
三

「
和
」
と
「
倭
」
、
「
歌
」
と
「
野
」
と
「
調
」
、
平
仮
名
書
き
と
や
は
り
様
々
な
表

記
を
混
ぜ
て
書
か
れ
て
い
る
。
『
古
今
和
歌
集
』
ば
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
当
時
に
あ

っ
て
は
広
く
認
知
さ
れ
た
作
品
名
で
あ
り
、
と
い
う
よ
り
も
常
識
と
し
て
知
っ
て
い
る
べ

き
作
品
名
で
あ
る
た
め
に
、
内
題
を
統
一
し
な
く
と
も
、
こ
れ
で
『
古
今
和
歌
集
』
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
事
情
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

も
う
一
つ
著
名
な
作
品
を
見
て
お
く
。

こ
の
例
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索

し
た
結
果
を
そ
の
ま
ま
貼
り
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

書
誌
の
取
り
方
と
し
て
、
内
題
優
先
で
と
ら
れ
て
い
る
た
め
外
題
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
は
わ

か
ら
な
い
が
、
こ
ち
ら
の
方
は
内
題
だ
け
で
、
『
懐
子
』
の
よ
う
な
多
様
さ
を
見
せ
て
い

プ
（
》
。

（
き
ょ
う
）
〉
、
天
和
３
年

請
求
情
報
“
８
５
／
４
８
／
３
Ｃ
９
８
０
５

コ
マ
数
・
サ
ー
ビ
ス
区
分
叱
兜
、
Ｂ

所
蔵
者
如
飯
田
図
堀
、
１
０
‐
４
６
，
Ｍ

（
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
資
料
・
和
古
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
）

(7）



お
り
、
一
方
内
題
は
漢
字
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
漢
字
で
書
か
れ
た
内
題
が
正
式
な
名
称
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

現
在
の
書
誌
の
取
り
方
で
も
内
題
で
採
る
の
が
大
勢
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
『
懐
子
』
や
『
好

色
一
代
男
』
の
例
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
巻
に
共
通
す
る
題
が
内
題
で
あ
っ
て
、
漢
字

で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
現
在
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
表
紙
や
題
篭
が
欠
損
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
多

く
、
内
題
で
採
取
す
る
こ
と
が
最
も
確
実
で
あ
る
と
い
う
事
情
も
反
映
し
て
る
と
考
え

ら
れ
る
。

し
か
し
、
最
も
重
要
な
の
は
、
『
好
色
一
代
男
』
で
あ
れ
ば
西
鶴
が
ど
う
考
え
て
い
た

か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
内
題
に
み
ら
れ
る
漢
字
の
表
記
は
お
そ
ら
く
執
筆
者
で
あ
る

ど
う
と
ら
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
外
題
は
ど
う
か
。
上

反
映
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。 上

西
鶴
の
関
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

題
名
の
文
字
数
と
い
う
こ
と
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
以
上
の
作
品
に
つ
い
て
は

こ
れ
も
『
懐
子
』
同
様
、
外
題
で
は
漢
字
表
記
と
平
仮
名
表
記
が
取
り
混
ぜ
ら
れ
て

一
方
、
江
戸
版
の
も
の
は
多
様
な
表
記
を
試
み
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
西
鶴
が
関

※世世世世世
内之之之之之
題介介介介介
は／／／／／
すか好か好か
くう色う色っ
てし一し一し

扉f蚤f餓
色一 一 一

戻隻七隻五隻
男
L-－ パ ー 面

一

四八

方
版
の
外
題
が
統
一
さ
れ
て
い
る
の
は
西
鶴
の
意
志
が

（
『
近
世
文
学
資
料
類
従
西
鶴
編
』
に
よ
る
）

ハ

わ
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
。
『
古
今
和
歌
集
』
の
例
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
外
題
の
バ
ラ

エ
テ
ィ
は
書
騨
が
勝
手
に
つ
け
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
下
は
、
文
学
作
品
の
分
類
と
時
代
に
よ
っ
て
、
題
名
の
文
字
数
に
変
遷
や
違
い
が

あ
る
の
か
ど
う
か
を
調
べ
て
み
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
調
査
方
法
を
箇
条
書
き
に
し
て
記
し
て
お
く
。

「
国
文
学
研
究
資
料
館
国
書
基
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
利
用
。

【
検
索
項
目
】

１
．
著
作
名

２
．
作
者
名

３
．
分
類
・
年
代

４
．
全
項
目
検
索

以
上
の
４
つ
の
検
索
項
目
の
う
ち
、
３
の
分
類
・
年
代
に
「
浮
世
草
子
」
「
脚
本
」

等
の
分
類
を
、
４
の
全
項
目
検
索
に
「
元
禄
」
「
享
保
」
等
の
元
号
を
入
れ
て
検
索
し

た
。
１
と
２
は
使
っ
て
い
な
い
。

《
二
》
分
類
に
よ
る
題
名
の
文
字
数
の
違
い

Ｉ
近
世
文
学
の
分
類
に
よ
る
顕
著
な
違
い
Ｉ

〔
一
〕
調
査
方
法

〔
二
〕
検
索
結
果
の
処
理

(8）
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内
題
が
正
式
名
称
だ
と
し
て
も
、
表
面
に
は
外
題
が
出
る
の
で
あ
り
、
顔
と
も
い
え
る

の
で
あ
る
。
そ
の
顔
の
文
字
数
が
一
定
し
な
い
と
な
る
と
、
あ
ま
り
文
字
数
に
拘
泥
す

小
説
類
は
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
、
し
か
も
大
半
は
数
冊
の
組
で
出
た
も
の
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
、
外
題
に
つ
い
て
は
先
に
見
た
よ
う
に
、
表
記
が
多
様
で
あ
る
も
の
が

多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
題
名
の
文
字
数
と
言
っ
て
も
ど
こ
を
数
え
る
の
か
。

の
比
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
言
っ
て
い
い
。
そ
の
中
で
黄
表
紙
が
奇
数
文
｛

と
っ
て
い
る
の
は
芝
居
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
か
。

き
る
よ
う
に
棒
グ
ラ
フ
に
し
て
い
る
。

一
目
瞭
然
、
浄
瑠
璃
・
脚
本
と
い
っ
た

に
奇
数
文
字
の
題
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

浄
瑠
璃
・
脚
本
と
い
っ
た

右
の
検
索
結
果
を
カ
ッ
ト
．
ア
ン
ド
・
ペ
ー
ス
ト
で
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
中
に
取
り
込

み
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
に
読
み
込
め
る
形
に
整
形
。
そ
の
後
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ

ト
に
取
り
込
み
、
題
名
の
文
字
数
を
派
生
。
そ
の
結
果
を
一
覧
表
に
し
た
。
（
参
照
亜
〔
六
〕

分
野
別
題
名
文
字
数
一
覧
）

芝
居
の
外
題
は
、
七
・
五
・
三
文
字
の
奇
数
文
字
で
付
け
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
奇
数
文
字
の
題
名
の
数
と
偶
数
文
字
の
題
名
の
数
を
対
照
で

一
覧
表
か
ら
、
各
分
類
毎
．
年
号
順
で
、
奇
数
文
字
数
の
点
数
と
偶
数
文
字
数
の

点
数
を
、
累
積
棒
グ
ラ
フ
に
表
現
し
た
。
（
参
照
”
〔
五
〕
題
名
文
字
数
別
統
計
グ
ラ
フ
）

対
照
的
に
浮
世
草
子
・
読
本
・
滑
稽
本
・
人
情
本
と
い
っ
た
小
説
類
は
偶
数
と
奇
数

比
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
言
っ
て
い
い
。
そ
の
中
で
黄
表
紙
が
奇
数
文
字
を
多
く

〔
四
〕
考
察

〔
三
〕
結
果
の
出
力

興
行
が
関
わ
る
演
劇
関
係
の
外
題
は
圧
倒
的

る
必
要
が
な
か
っ
た
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

一
方
、
浄
瑠
璃
や
脚
本
の
外
題
は
、
興
行
の
看
板
に
掲
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
異

な
る
表
記
で
は
な
く
、
一
つ
の
題
が
一
つ
の
興
行
に
対
応
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う

い
う
、
出
版
と
興
行
と
い
う
、
形
態
の
違
い
が
題
名
の
文
字
数
に
も
影
響
を
与
え
て
い

る
の
か
。

奇
数
で
縁
起
を
担
ぐ
こ
と
が
演
劇
の
外
題
の
付
け
方
を
規
定
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

出
版
物
も
売
れ
行
き
を
考
え
て
縁
起
を
担
ぐ
と
言
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の

で
あ
る
。
こ
の
点
は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
時
代
を
区
切
っ
て
み
て
い
く
と
、
演
劇
の
外
題
で
も
元
禄
あ
た
り
を
境
に
し

て
、
そ
れ
以
前
は
偶
数
、
奇
数
比
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
以
後
は
奇
数
が
多
く
な
る

と
い
う
傾
向
を
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
、
こ
れ
は
浄
瑠
璃
に
も
脚
本
に
も
あ
て
は
ま
る
。

つ
ま
り
、
演
劇
に
関
し
て
言
え
ば
、
元
禄
頃
に
、
外
題
を
奇
数
に
偏
ら
せ
る
な
ん
ら
か

の
契
機
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

作
品
一
点
一
点
の
検
討
と
考
察
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
の
課

題
と
し
、
今
回
は
統
計
的
な
結
果
の
報
告
の
み
と
し
た
い
。

(9）



（
一
）
浄
瑠
璃

奇数 偶数
2040300 200 100 0 0 60 〔

五
〕
資
料
”
題
名
文
字
数
別
統
計
グ
ラ
フ

壼
趣
恥
縄
麺
垂
蠅
恥
諏
酔
、
嘩
輕
詔
睡
電
和
坤
魂
群
、
輌
趣
”
醇
醒
如
軸
郡
詞
唾
和
蕊
麺
皿
麓
施
驚
醗
職
鉦
鞘

字
字
字
字
字
字
字
字
字

字
字
字
字
Ｏ
２
４
６
８
字
字
字
字
字
１
３
５
７

２
４
６
８
１
１
１
１
１
１
３
５
７
９
１
１
１
１

鬮
團
圀
口
鬮
国
図
・
□
ｚ
團
圏
回
国
圃
回
圏
鬮
國

画
一
一
Ｆ
一
Ｊ

（
二
）
脚
本

奇数 偶数
600 400 200 0 元号腿叫肪開000

趣
遡
蝿
麺
証
魂
唖
諏
恥
函
牢
和
叩
池
嘩
壷
麺
醇
祁
酔
画
報
趣
函
嘩
唾
頸
蜘
群
調
率
和
雄
麺
麺
難
酔
函
施
趣
麹
恥
噸
鉦
蜘
輌

字
字
字
字
字
字
字
字
字

字
字
字
字
Ｏ
２
４
６
８
字
字
字
字
字
１
３
５
７

２
４
６
８
１
１
１
１
１
１
３
５
７
９
１
１
１
１

園
團
圀
口
闘
固
図
口
圀
固
國
日
図
閲
回
鬮
園
國

． "ベニン ． 、 ， 砦､学一

＝マデ＝…" 画

一一
…?＝景胃＝1

－頭…､詞 聖
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（
三
）
黄
表
紙

奇数 偶数
50 1伽.1駒6㈹ 4㈹ 2㈹ 0 0浦

麩
哩
綴
麺
鈍
鶏
酔
謡
蛇
鶏
器
池
岬
鯉
艶
輌
謎
“
諾
恥
幾
諾
霊
魂
雌
器
鶏
錨
詑
恥
諾
細

リ
（
四
）
浮
世
草
子

奇数 偶数
100 80 60 40 20 0 元号0 20 40 60 80 100

球
池
細
麺
垂
魂
皿
諏
酔
函
”
錘
輌
施
嘩
、
麺
醇
諏
酔
麺
祁
趣
皿
醇
皿
釦
輌
琳
詞
、
和
雄
麺
詔
恥
酔
、
癩
郵
錨
恥
馳
鉦
唖
函

字
字
字
字
字
字
字
字
字

字
字
字
字
Ｏ
２
４
６
８
字
字
字
字
字
１
３
５
７

２
４
６
８
１
１
１
１
１
１
３
５
７
９
１
１
１
１

圏
園
園
口
鬮
圓
園
口
圀
團
圀
圓
圃
皿
回
園
團
國

一
三
『
‐

誇
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（
五
）
銃
本

奇数
200 150 100 50 0

偶数
元号0 50 100 150
文
沿
陥
Ｑ
正
格
艮
鞄
小
包
宙
応
■
沿
文
立
祠
享
柤
永
毎
色
文
目
車
巳
■
旬
永
明
孜
鞄
叱
酋
民
化
中
位
■
久
沿
応
沿
正
和
、

叉
且
水
元
又
文
■
元
宣
正
■
牟
明
万
■
遍
支
且
晁
宜
正
本
元
宮
■
宜
宜
喝
害
天
宣
本
文
文
叉
且
ｚ
蜜
万
文
元
■
明
大
田
平

字
字
字
字
字
字
字
字
字

字
字
字
字
Ｏ
２
４
６
８
字
字
字
字
字
１
３
５
７

２
４
６
８
１
１
１
１
１
１
３
５
７
９
１
１
１
１

園
團
園
口
鬮
国
図
□
ｚ
園
囲
回
国
囲
回
園
鬮
團

翼
…-画－－罵蒜輯
哩

軍
雨画匝』

一

璽
鴎
鱗

憤列

（
六
）
滑
稲
本

奇数 偶数
150 100 50 元号0 20 40 60 80 1000

文
沿
杷
心
王
槌
昌
和
水
色
曹
応
口
沿
文
童
和
享
柵
永
■
包
文
包
享
Ｈ
■
和
永
明
致
旬
化
政
包
化
永
酋
邑
久
造
応
沿
正
和
回

天
処
永
元
天
文
■
元
宣
正
■
承
明
万
宜
区
貢
貞
元
重
正
享
元
宜
■
宣
宣
朗
蜜
天
寅
車
文
文
天
仏
西
蜜
万
文
元
■
明
大
咀
平

字
字
字
字
字
字
字
字
字

字
字
字
字
Ｏ
２
４
６
８
字
字
字
字
字
１
３
５
７

２
４
６
８
１
１
１
１
１
１
３
５
７
９
１
１
１
１

囲
團
園
口
鬮
田
圃
口
圀
園
囲
回
国
囮
回
園
圏
國

‐
一
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（
七
）
人
情
本

奇数 偶数
20 約01伽 帥 釣 40 別 0 60藩

醜
恥
緬
胆
域
額
卵
珈
酔
加
的
準
篭
唾
唾
駕
細
酔
皿
、
池
函
岬
加
麺
、
郡
、
麺
函
醜
地
頭
蝉
酔
叩
獅
坤
恥
函
噸
極
如
、

字
字
字
字
字
字
字
字
字

字
字
字
字
ｏ
２
４
６
８
字
字
字
字
字
１
３
５
７

２
４
６
８
１
１
１
１
１
１
３
５
７
９
１
１
１
１

圏
圃
圃
口
園
田
因
ロ
ｚ
ｐ
圏
画
圏
魎
画
團
圃
團

◇
◆
標
題
雑
話
◆
◇
（
相
田
満
）

「
標
題
」
が
書
名
に
つ
く
も
の
は
、
意
外
に
少
な
い
。

ま
ず
、
中
国
の
も
の
に
つ
い
て
。
二
十
五
史
所
収
の
書
籍
目
録
で
は
、
一
例
が
検

出
さ
れ
る
の
み
。
「
表
題
」
で
は
検
出
し
得
な
か
っ
た
。

杜
詩
標
題
三
巻
（
題
鉋
氏
，
不
知
名
）

〈
新
校
本
宋
史
・
志
［
巻
二
○
八
・
志
一
六
一
・
芸
文
七
・
集
類
・
別
集
〕
〉

日
本
は
ど
う
か
。
「
国
書
基
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
著
作
編
）
」
で
は
、
四
十
一
件
が

ヒ
ッ
ト
す
る
（
言
冒
言
尉
里
・
且
冒
旦
亘
’
百
局
員
［
二
○
○
三
年
二
月
三
日
参
照
］
）
。

標
題
徐
状
元
補
註
蒙
求
菱
註
（
李
潮
・
徐
子
光
・
岡
白
駒
）
・
蒙
求
標
題
・
蒙
求

標
題
大
綱
紗
（
毛
利
貞
斎
）
・
標
題
菱
註
続
蒙
求
校
本
・
蒙
求
標
題
詠
（
樋
口
好

古
［
知
足
斎
〕
）
・
源
氏
物
語
標
題
詠
歌
・
標
題
百
人
一
首
・
国
史
蒙
求
標
題
（
衣

笠
孝
郷
）
・
神
武
迪
精
標
題
（
村
井
昌
弘
）
・
此
花
詠
標
題
・
尚
書
毎
巻
標
題
井

識
語
・
算
法
他
流
諸
国
之
標
題
集
（
会
田
安
明
）
・
東
都
愛
宕
山
標
題
之
解
・
分

類
本
朝
書
目
標
題
・
蒙
求
続
詔
標
題
詠
（
樋
口
好
古
［
知
足
斎
〕
）
・
蒙
求
標
題

骨
牌
主
客
掲
場
法
（
肥
田
政
教
）
・
論
語
標
題
抄
（
穂
積
重
章
）
・
愛
宕
山
標
題

解
術
（
丸
山
良
玄
）
・
御
蔵
蘭
書
標
題
小
解
・
元
文
年
中
行
事
標
題
並
頭
書
・
古

今
算
書
標
題
集
・
三
師
標
題
（
日
賢
）
・
宗
義
優
婆
提
舎
謂
立
集
標
題
・
高
松
大

全
標
題
類
集
・
千
葉
氏
算
書
標
題
集
・
天
行
下
利
病
之
考
標
題
・
天
台
四
教
儀

集
解
要
文
標
題
・
秘
密
曼
茶
羅
教
摩
但
理
迦
票
題
［
摩
但
理
迦
標
題
・
秘
密
曼

茶
羅
摩
但
利
迦
標
題
］
・
標
題
起
源
・
類
聚
標
題
・
御
用
書
抜
書
標
題
・
標
題
補

註
蒙
求
（
清
原
宣
賢
）

「
標
題
」
の
付
く
書
名
①
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〔六〕資料：分野別題名文字数一覧

１
字
２
字
３
字
４
字

６
字
７
字
８
字

１
２
字

１
４
字

１
８
字

偶
数
総
計

偶
数
劉
合

年
数
年
平
均
点
数

（
守
［
）



１
字
２
字

４
字

６
字
７
字
８
字

１
４
字

１
８
字

偶
数
総
計

偶
数
割
合

年
数
年
平
均
点
数

（
い
［
）



２
字
３
字
４
字

６
字
７
字
８
字

１
２
字

１
４
字

１
８
字

偶
数
総
計

偶
数
割
合

年
数
年
平
均
点
数

（
＠
［
）



２
字
３
字
４
字

６
字
７
字
８
字

１
２
字

１
４
字

１
８
字

偶
数
総
計

偶
数
劉
合

年
数
年
平
均
点
数

（
卜
『
）



１
８
字

年
平
均
点
数

１
２
字

１
４
字

年
数８

字
６
字
７
字

２
字

４
字

１
字 割

合
総
計

（
函
【
）



１
字
２
字
３
字
４
字

６
字
７
字
８
字

１
２
字

１
４
字

１
８
字

偶
数
総
計

偶
数
割
合

年
数
年
平
均
点
数

（
。
［
）


